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【方法］ SriP でナノコートした PET フィルムを準備した。雄ラットの大腿骨からの骨髄間葉系細胞（BMSC)
を培養し、 SriP コートした PET フィルムおよび非コートの PET フィルムに 1.0 ×104 I cm2 の濃度で播種し、
その後骨形成培地にて培養をおこなった。培地に分泌されたオステオカルシン（OC ）濃度を比較した。次に、
SriP でナノコートした PET 人工靭帯を準備した。 BMSC を SriP コートした人工靭帯および非コートの人
工靭帯に 4.5 ×105 I cm2 の濃度で、播種し、骨形成培地にて培養をおこなった。培養上清中の oc および
カルシワム濃度は、培養の 8、10 、12 、および 14 日目に測定した。さらに、 oc 、アルカリホスファターゼ、
(ALP ）、 BMP2 、および Ru 凹 2 の mRNA 発現を定量 PCR で評価した。次に、 SriP コートした人工靭帯お
よび、非コートの人工靭帯を成熟したニュージーランド白ワサギの腔骨に移植した。 2 か月後に取り出し、組
織学的に評価した。
［結果］フィルム上の培養上清分泌 oc 濃度は、非コート群よりも SriP 群で、有意に高値で、あった。人工靭
帯の培養上清分泌 oc 濃度は、 14 日目の非コート群よりも SriP 群で有意に高値で、あったO 人工靭帯の
培養上清カノレシワム濃度は、 8、10 、12 、および、 14 日目の非コート群よりも SriP 群で、有意に低値で、あった。
定量 PCR でも、 oc 、ALP 、BMP2 、および Runx2 の mRNA 発現は、非コート群よりも SriP 群で有意に高
値で、あった。組織学的評価では、 SriP 群の人工靭帯の周囲に新生骨を認めた。
【結語］われわれの研究では、 SriP コート人工靭帯は高い骨形成能を示した。今後、骨形成能を促進した
人工靭帯の開発につながると考えられた。
